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ERG衛星-地上連携観測の科学戦略
Scientific Strategy of ERG-Ground Coordinated Observations

ERG計画では、近年急速に発達してきた地上観測ネットワークとERG衛星を動的に結合することが考えられている。本講演では、

地上多点ネットワークにおける磁場・電場・光・電波計測によるジオスペースのグローバルな場の把握の可能性と、いくつかの加速
プロセスが提案されている放射線帯粒子生成メカニズムの解明においてこれらのネットワーク観測が果たす役割は大きい。ERG衛
星と連携した地上観測の大型科研費の提案が、平成２７年度の新領域研究、基盤S、基盤A、平成２８年度の特別推進研究として
それぞれ採択・推進されており、これらを中心として、in situの詳細観測を与えるERG衛星と、面的に２次元分布を与える地上観
測の連携を推進する。平成２９年３月にERG－地上の第１回キャンペーン観測を計画している。

地上観測によるモニタリングが可能な内部磁気圏の現象

ERG衛星の1年間の軌道を磁力線

を通じて地上にマップしたフットプリ
ント。トロムソ、昭和基地など主要な
地上観測拠点の上空を通過する。
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ＥＲＧ連携地上観測班の研究機関と測定する物理量

Reeves (SW, 2007)
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物理量 測定機器 研究機関
磁場
ULF波動 フラックスゲート磁力計 九州大学、名古屋大学、極地研、NICT
EMIC波動 誘導磁力計 名古屋大学、極地研
VLFコーラス波動、ＭＦ帯波動 ループアンテナ 金沢大学、極地研、名古屋大学
電場
グローバルなプラズマ対流 SupeDARNレーダー 極地研、名古屋大学、NICT
電離圏電場 FM-CWレーダー 九州大学、NICT
電離圏電子密度・温度・電場 ISレーダー 名古屋大学、極地研
電子密度
電離圏電子密度 GPS受信器 NICT、名古屋大学、京都大学
プラズマ圏電子密度 フラックスゲート磁力計 九州大学
粒子降り込み
>100keV粒子降り込み 北欧気球 京都大学
100keV電子降り込み LF標準電波受信器 東北大学
100keV電子降り込み VLFアンテナ-Tweek反射高度 千葉大学
30keV電子降り込み リオメータ 名古屋大学
1-10keV電子・イオン降り込みオーロラ 名古屋大学、極地研、東北大学
熱的電子 大気光 名古屋大学
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Sakaguchi et al. (JGR, 2008)

ERG衛星のapogeeのローカルタイ

ム変化。２０１７年２－３月に真夜中
過ぎ、２０１７年夏季に真夜中前に
apogeeがやってくる。
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